
嚢

報

霜

旭

∞
組
二

l朋
封

研

究

状

況

班

研

究

東

方

部

中
国
近
世
の
法
制
と
社
曹

班
長

梅
原

郁

本
研
究
班
で
は
'

一
九
八
六
年
か
ら
四
年
間
に
亘

っ
て

中
国
妊
世
'
特
に
宋
代
の
重
要
な
法
制
史
料
で
あ
る

『慶

元
傑
法
事
類
』
と
明
板

『名
公
害
列
清
明
集
』
と
を
精
読

し
て
き
た
が
'
最
終
年
度
に
嘗
た
る
本
年
は
五
月
以
降
､

こ
う
し
た
蓄
積
を
も
と
に
中
国
近
世
の
法
制

･
敢
合
に
関

す
る
研
究
費
表
を
中
心
に
行
な

っ
た
｡
襲
表
窟
目
と
捨
嘗

者
は
次
の
通
り
｡

一〇
月

九
日

一
〇
月

一
六
日

一
〇
月
二
三
日

一
〇
月
三
〇
日

一
一
月

一
三
日

1
1
月
二
〇
日

二

一月

四
日

〓

l月

1
1
日

廟
撃
共
産
の
成
立
と
そ
の
性
格
の
検

討

森
田

憲
司

清
明
集
中
の
営
事
者
に
よ
る
法
律
解

樺
に
つ
い
て

佐
立

治
人

宋
代
の
宗
教
法
規

竺
沙

雅
章

宋
代
明
州
の
砂
岸

･
砂
岸
鏡
に
つ
い

て

本
田

治

宋
代
の
軍
法
に
つ
い
て
斉
藤

忠
和

訴
訟
を
め
ぐ

っ
て

中
砂

明
徳

乾
隆
の
文
字
獄

井
上

進

唐
代
の
橋
梁
管
理
法
規
に
つ
い
て

五
月

八
日

五
月
二
二
日

六
月

一
九
日

六
月
二
六
日

七
月

三
日

九
月
二
五
日

一
〇
月

二
日

北
宋
の
法
典

梅
原

郁

宋
元
時
代
の
水
利
慣
行
-
郷
原
鰻
例

再
論
～

徳
永

洋
介

唐
宋
時
代
の
私
鋳
鏡

官
滞

知
之

唐
宋
時
代
の
配
流
に
つ
い
て
辻

正
博

清
代
刑
法
に
お
け
る
誤
穀
に
つ
い
て

中
村

正
人

南
宋
期
軍
兵
の
給
輿
額
と
給
輿
方
式

に
つ
い
て

長
井

千
秋

素
描

宋
代
の
罪
i
)罰
川
上

恭
司

愛
宕

元

中
国
科
撃
史
文
戯
研
究

班
長

山
田

慶
兄

一
九
八
七
年
か
ら

｢
中
国
科
学
史
文
献
研
究
｣
班
を
組

織
し
'
三
カ
年
の
改
定
で
､
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
取
り
上
げ

て
こ
な
か
っ
た
諸
種
の
文
献
の
検
討
を
進
め
て
い
る
｡
と

り
あ
げ
る
文
献
は
大
き
-
二
つ
に
分
か
れ
る
｡

一
つ
は
'

最
近
出
土
し
た
科
挙
文
献
の
う

ち
'
『新
著
現
中
国
科
学

史
資
料
の
研
究

･
詳
荘
篇
』
を
公
刊
し
た
時
鮎
以
後
に
公

表
さ
れ
た
も
の
｡
こ
れ
は
す
で
に
評
注
の
作
成
を
終
え
て

い
る
｡

一
つ
は
､
中
国
科
挙
の
個
個
の
達
成
よ
り
も
む
し

ろ
､
中
国
科
挙
の
方
法

･
思
想

･
組
織
､
あ
る
い
は
外
囲

の
知
識
の
受
容
過
程
な
ど
が
よ
く
わ
か
る
､
科
学
の
す
べ

て
の
分
野
に
わ
た
る
文
献
｡
こ
れ
ま
で
に
数
学
'
天
文
学
'

本
草
､
建
築
な
ど
の
文
献
数
種
を
読
み
す
す
ん
で
き
た
｡

嚢

報

合
講
に
と
り
あ
げ
た
文
献
は
す
べ
て
詩
経
を
作

っ
て
い
る
｡

編
集

･
出
版
し
､
ま
た
最
終
年
度
に
あ
た
.り
､
全
員
が
別

に
研
究
論
文
の
執
筆
を
す
す

め
､
『中
国
古
代
科
学
史
論

･
績
篇
』
と
し
て
報
告
書
に
ま
と
め
'
現
在
印
刷
中
で
あ

る
｡
文
人
の
生
活

班
長

荒
井

健

一
九
八
六
年
度
よ
り
向
こ
う
五
年
の
預
定
で
､啓
中
国
の

女
人
の
生
活
全
般
に
つ
い
て
'
｢
江
南
文
人

の
研
究
｣
班

の
成
果
を
ふ
ま
え
'
精
神
的

･
物
質
的
両
面
か
ら
総
合
的

な
検
討
を
行

っ
て
み
よ
う
と
い
う
目
的
で
'
本
研
究
班
を

護
足
さ
せ
る
｡
菖
江
南
文
人
班
よ
り
は
l
居
慶
範

･
包
括

的
な
テ
ー
マ
を
あ
え
て
掲
げ
た
の
は
､
班
員
お
の
お
の
の

関
心
の
あ
り
よ
う
か
ら
し
て
'
研
究
対
象
を
む
し
ろ
限
定

し
な
い
ほ
う
を
よ
し
と
考
え
た
の
で
あ
る
｡
研
究
の
進
め

か
た
と
し
て
は
'
蕃
班
と
同
じ
-
'
下
記
の
と
お
り
各
分

野
の
報
告
と
並
行
し
て
'
明
代
十
六
世
紀
末
の
最
も
虞
範

囲
の
文
人
趣
味
文
献
た
る

｢連
生
八
儀
｣
の
内
容
を
検
討

し
て
行
く
｡
今
期
は
塵
外
選
馨

･
起
居
安
柴

･
延
年
却
病

･
飲
鱗
服
食
の
各
懐
お
よ
び
燕
閑
清
賞
儀
の
l
部
に
眼
を

通
し
た
｡
な
お
こ
れ
ま
で
合
議
を
綬
け
た

｢
長
物
志
｣
は
'

全
巻
の
芋
窪
稿
を
整
理
中
｡

六
月

一
五
日

泉
尾
博
古
館
所
蔵
品
見
学

六
月
二
九
日

坂
出
祥
伸
氏
に
聞
く

｢
内
農
園
と
そ

の
沿
革
｣

二

一月
二
八
日

金
末
元
初
の
知
識
人
と
元
曲
金

文
京

l
九
二
〇
年
代
の
中
国

班
長

狭
間

直
樹

本
研

究
合
は
､

1
九
八
八
年
よ
り
向
こ
う
五
カ
年
と
い

ぅ
橡
定
で
讃
足
し
そ
の
三
年
目
に
な
る
が
'
さ
き

だ

つ

｢国
民
革
命
の
研
究
｣
班
の
成
果
を
ふ
ま
え
な
が

ら
'
研

究
封
象
と
す
る
時
期
を

｢
二
〇
年
代
｣
に
し
ぼ
る
こ
と
に

ょ

っ
て
'
時
代
史
的
鋭
角
か

ら
国
民
革
命
期
中
国
の
諸
相

四
二
三



東

方

畢

報

を
と
ら
え
な
お
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡
各
班
員
が
'

政
治
､
経
済
'
社
食
､
思
想
'
文
化
な
ど
の
諸
テ
ー
マ
に

つ
い
て
研
究
を
す
す
め
て
い
る
こ
と
は
以
前
と
同
様
で
あ

る
｡
ま
た
'
園
外
の
研
究
者
と
も
積
極
的
に
交
流
の
機
合

を
も
つ
よ
う
っ
と
め
て
い
る
｡
十
月
二
十
二
日
楊
天
石
氏

(中
国
社
合
科
学
院
近
代
史
研
究
所
研
究
員
)
､
十

一
月
二

日
貌
宏
遅
氏

-(南
開
大
挙
教
授
)､
十

一
月
九
日
陳

勝

葬

氏

(中
山
大
挙
教
授
)
の
報
告
は
そ
れ
ぞ
れ
本
研
究
所
来

訪
の
お
り
に
お
願
い
し
た
も
の
で
あ
る
｡
九
〇
年
の
研
究

報
告
は
次
の
と
お
.り
で
あ
る
｡

一
月

二

一日

一
月

一
九
日

1
月
二
六
日

二
月

二
日

四
月
二
〇
日

四
月
二
七
日

五
月

1
7
日

五
月

1
八
日

五
月
二
五
日

六
月

一
日

l
九
三
〇
年
代
の
天
津
の
銀
親
に
LO

い
て

林
原

文
子

李
儀
祉
に
つ
い
て

川
井

悟

北
伐
開
始
後
の
国
共
関
係
の
箕
相

北
村

稔

中
国
農
村
に
お
け
る
国
家
法
と
慣
習

法

片
山

剛

一
九
八
九
年
の
歴
史
的
経
験
と

｢
一

九
二
〇
年
代
の
中
国
｣
研
究

狭
間

直
樹

一
九
二
三
年
恐
慌
と
中
国
社
食

森

時
彦

一
九
二
〇
年
代
の
文
革
的
諸
問
題

-
謝

水
心
に
つ
い
て
仁萩
野

修
二

近
代
の
財
政
に
つ
い
て

1
附
加
税
問
題
と
地
方
財
政
-

岩
井

茂
樹

英
和
森
と
初
期
共
産
鴬
石
川

顧
浩

清
末
民
初
に
お
け
る
法
制
の
近
代
化

小
野

和
子

六
月

八
日

六
月

一
五
日

六
月
二
二
日

六
月
二
九
日

七
月

六
日

九
月
二
1
日

九
月
二
八
日

一〇
月

五
日

1
0
月

1
二
日

1
0
月

l
九
日

一
〇
月
二
二
日

一
〇
月
二
六
日

1

1月

二
日

一
一
月

九
日

一
一
月

六
日

1
1
月
三

〇
日

1
二
月

七
日

民
国
継
承
法
の
制
定
に
つ
い
て

中
村

哲
夫

一
九
二
〇
年
代
朝
鮮
に
お
け
る
孫
文

像

森

悦
子

撃
秋
白
と
ソ
ビ
エ
ト
革
命
論
江
田

憲
治

国
民
軍
の
成
立

松
尾

洋
二

現
代
韓
国
融
合
と
中
国
近
現
代
史
研

究
の
意
義

青
柳

純

一

川
旗
楚
岸
流
通
問
題

森

紀
子

欧
米

･
日
本

･
中
国
の
思
想
連
鎖

-
土
地
私
有
否
定
論
を
事
例
と
し

て
-

山
室

信

一

中
国
近
代
知
識
分
子
形
成
の
歴
史
的

考
察

鄭

海
麟

民
国
期
贋
東
省
の
用
賊
と
苛
損
難
攻

片
山

剛

地
域
史
の
中
の
国
民
革
命

-
海
陸
豊
農
村
闘
争
史
1
滴

豊
彦

ア
メ
-
カ
に
お
け
る
ヰ
図
近
代
史
資

料
に
つ
い
て

楊

天
石

四
成
洋
税
に
つ
い
て

岡
本

隆
司

南
京
政
権
の
経
済
建
設

(公
開
講
演

合
)

貌

宏
連

近
代
中
国
社
合
思
潮
研
究
の
若
干
の

問
題

陳

勝
葬

1
九
二
〇
年
代
の
湖
南
に
つ
い
て

清
水

稔

清
末
士
紳
と
近
代
教
育
賀

輝
夫

清
末
'
経
済
の
膨
張
と
土
着
金
敵
機

四
二
四

開

林
原

文
子

二

一月

一
四
日

犬
養
毅
と
孫
文

馬

燕

六
朝
道
教
の
研
究

班
長

吉
州

忠
夫

一
九
八
六
年
四
月
に
護
足
し
た
本
研
究
班
も
い
よ
い
よ

最
終
年
度
を
む
か
え
た
｡
こ
れ
ま
で
に
､
梁
の
道
士
陶
弘

景
が
編
纂
し
た

『農
畜
』
七
篇
全
二
十
巻
の
う
ち
'
第

一

巻
か
ら
第
八
巻
ま
で
と
第
十
九

二

一十
巻
と
の
評
注
を
お

え
た
ほ
か
'
前
年
同
様
'
左
記
の
研
究
費
表
を
お
こ
な
い
'

活
動
に
一
度
の
し
め
-
-
り
を
つ
け
た
｡
な
お
､
研
究
成

果
の
一
部
は

『
中
国
古
道
教
史
研
究
』
と
し
て
ま
と
め
'

出
版
す
る
予
定
で
あ
る
｡

一
月
三
〇
日

二
月
二

八
日

五
月

一
六
日

六
月

二
二
日

六
月
二
七
日

九
月

一
九
日

1
0
月

二
日

一
〇
月
二
四
日

二

月

七
日

中
国
中
世
の
文
物

歩
虚
詞
に
つ
い
て

深
揮

一
幸

『虞
語
』
愈
安
期
本
成
立

の
時
代
的

背
景

三
浦

秀

1

遊
仙
籍
の
周
追

釜
谷

武
志

法
琳
の
事
虞
に
み
る
唐
初
の
俳
教
道

教
と
国
家

砺
波

護

｢
天
門
｣
･
｢
地
声
｣
を
め
ぐ

っ
て

松
村

巧

『
道
徳
虞
経
度
聖
義
』
に
見
え

る
儒

道

一
致
思
想

坂
内

柴
夫

道
教
と
天
文
学

新
井

曹
司

魔
の
観
念
と
治
魔
の
思
想紳
塚

淑
子

初
唐
の
詩
人
と
宗
教
-
慮
照
弗
の
場

合

典
膳

宏

班
長

砺
波

護

本
研
究
班
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
'
隔
週
水
曜
日
の
研

究
合
で
'
秦
漢
か
ら
五
代
に
至
る
時
代
の
出
土
文
物
に
関

す
る
班
員
の
研
究
費
表
が
行
わ
れ
た
.
九
〇
年
の
襲
表
題

目
は
以
下
の
と
お
り
｡

二
月

七
日

唐
代
の
州
願
官
に
つ
い
て
I
定
官
間



二
月
二
1
日

五
月

九
日

五
月
二
三
日

六
月

六
日

六
月
二
〇
日

七
月

四
日

九
月
二
六
日

一
〇
月

一
七
日

1
0
月
三
1
日

一
一
月

一
四
日

二

月
二
八
日

題
を
中
心
に
-

辻

正
博

『道
徳
虞
経
』玄
宗
御
荘
及
び
疏
を
め

ぐ

っ
て

凄
谷

邦
夫

唐
碑
の
持
つ
政
治
的
意
味
に
つ
い
て

中
砂

明
徳

九
畷
山
登
撃
記

長
部

悦
弘

敦
塩
吐
魯
番
文
書
所
見
宴
設
司

劉

俊

文

法
門
寺
塔
下
出
土
文
物
の
整
理
と
分

析
'
あ
わ
せ
て
そ
の
歴
史
に
つ
い

て

気
賀
滞
保
規

南
北
朝

･
晴
代
の
道
教
道
修
に
つ
い

て

紳
塚

淑
子

韓
愈

｢
興
大
顕
師
書
｣
吉
川

忠
夫

魂
晋
期
楼
蘭
屯
成
と
そ
の
活
動

伊
藤

敏
雄

漠
代
の
石
刻
に
つ
い
て
角
谷

常
子

唐
代
の
河
中
府
城
と
河
陽
三
城
-
浮

椿
と
中
津
城
を
伴

っ
た
城
郭
-

愛
宕

元

締
亭
壷
と
東
呉
の
文
化

〓

l月

〓

l日

随
葬
衣
物
疏
蹟
考

小
南

一
郎

浅
見
直

一
郎

四
-
八
世
紀
の
中
央
ア
ジ
ア
と
イ
ン
ド班
長

桑
山

正
進

一
九
八
六
年
四
月
よ
り
五
年
計
重
で
開
始
し
た
常
研
究

は
'

一
九
九
〇
年
度
を
も

っ
て
終
了
す
る
｡
常
期
間
は
'

特
に
八
世
紀

の
行
紀
で
あ
る
恵
超

｢
牲
五
天
竺
圃
停
｣
と

｢悟
空
行
紀
｣
と
を
取
り
上
げ
､
そ
の
現
代
日
本
語
詩

を

作
成
す
る
こ
と
に
集
中
し
た
｡
本
年
度
は
全
面
的
に
詩
の

見
直
し
を
出
版
に
む
け
て
行
な
い
'
ほ
ぼ
こ
れ
を
完
成
し

嚢

報

た
｡
詳
作
成
の
過
程
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
た
歴
史
､
言
語
､

宗
教
に
鯛
す
る
多
岐
に
わ
た
る
疑
問
と
そ
の
解
答
は
'
班

員
の
各
尊
家
が
荘
梓
の
形
で
こ
れ
を
附
す
計
量
で
あ
り
'

目
下
鋭
意
作
成
中
で
あ
る
｡
な
お
'

1
二
月
三
日
に
は
'

北
京
大
学
歴
史
系
副
敦
茂
衆
新
江
氏
の
'
｢
中
開
に
お
け

る
最
近
の
中
央
ア
ジ
ア
研
究
の
現
状
｣
と
題
す
る
講
演
を

人
文
科
学
協
合
の
協
賛
に
ょ

っ
て
行
な

っ
た
｡

中
国
古
代
蕗
制
研
究
班
′

班
長

小
南

l
郎

開
始
よ
り
二
年
目
に
な
る
本
研
究
班
は
'
引
続
き

｢
周

薩
｣
春
官
簾
を
貿
公
彦
の
疏
で
読
み
つ
つ
､
本
文
と
鄭
荘

と
を
和
詳
し
'
荘
樺
を
付
け
る
作
業
を
進
め
て
い
る
｡
本

年
は
､
薩
の
場
で
用
い
ら
れ
る
酒
や
敷
き
物
や
宝
器
な
ど

に
関
す
る
定
め
を
読
ん
で
'

一
九
九
〇
年
末
ま
で
に
典
瑞

職
ま
で
進
ん
だ
｡
｢
周
蔭
｣
疏
の
解
読

と
並
行

し

て
'
班

員
に
ょ
る
次
の
よ
う
な
讃
表
が
行
な
わ
れ
た
｡

五
月
二
二
日

東
周
蓋
像
文
様
に
見
え
る
薩
資
料

小
南

一
郎

一
〇
月
二
三
日

左
氏
薩
学
序
説

舌
本

道
雅

二

月
二
七
日

手
偏
の
成
立

大
川

俊
隆

六
朝
美
術
の
研
究

班
長

骨
布
川

寛

一
九
九
〇
年
四
月
か
ら
五
年
の
計
量
で
始
ま

っ
た
本
研

究
班
は
'

六
朝
を
中
心
に
後
湊
､
隔
唐
を
含
め
た
時
代
を

扱
い
､
こ
の
時
代
の
美
術
全
般
に
つ
い
て
よ
り
精
確
な
理

解
を
目
指
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡
具
鰹
的
方
法
と
し

て
は
護
掘
報
告
の
相
継
ぐ
出
土
文
物
､
急
激
な
速
度
で
公

開
さ
れ
つ
つ
あ
る
石
窟
寺
院
な
ど
の
係
数
美
術
へ
こ
の
時

代
に
興

っ
た
董
論
や
書
論
の
蛮
術
論
を
三
本
の
桂
に
取
り

上
げ
る
こ
と
に
す
る
｡
初
年
度
は
班
員
の
各
々
専
門
分
野

に
お
け
る
以
下
の
よ
う
な
研
究
委
表
を
行
い
'
非
公
式
に

蓋
諭
の
合
議
へ
石
窟
関
係
の
造
倹
記
の
合
意
を
行

っ
た
｡

五
月

一
四
日

南
朝
帝
陵
の
石
獣

骨
布
川

寛

五
月
二
八
日

K
u
sh
a
n
お
よ
び

G
u
p
u
ta
時
代

六
月

一
一
日

六
月
二
五
日

七
月

九
日

九
月

一
七
日

一
〇
月

三
日

一
〇
月
二
九
日

二

月

二

一日

一
一
月
二
六
日

一
二
月

一
〇
日

の

M
a
t
hura仏
教
彫
刻
定
金

計
次

花
鳥
蓋
の
成
立
'
背
景

概
観

宮
崎

法
子

六
朝
時
代
初
期
金
銅
俳
の
素
材
と
技

法
に
つ
い
て

中
野

徹

中
国
吾
妻
論
に
お
け
る
品
第
法
の
展

開
-
逸
書
朕
を
中
心
に
-
大
野

修
作

酒
泉
丁
家
間
五
競
墓
壁
蓋
に
つ
い
て

-
艶
晋
南
北
朝
壁
蓋
初
探
-

河
野

道
房

桂
林
の
調
露
元
年
銘
像
を
め
ぐ

っ
て

山
名

伸
生

俳
塔
塔
基
出
土
の
舎
利
容
器
を
め
ぐ

っ
て

外
山

潔

山
東
省
の
悌
傍
-
山
東
省
博
物
館
所

蔵
品
を
中
心
に
-

岡
田

健

北
魂
洛
陽
永
寧
寺
の
塔
と
伽
藍

田
中

決

漠
代
の
青
磁

伊
東

徹
夫

中
開
語
史
の
資
料
と
方
法

班
長

高
田

時
雄

本
研
究
班
は
'
中
国
語
史
を
絶
鰹
的
に
再
構
築
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
'
資
料
と
方
法
の
面
か
ら
そ
の
基
礎
的
整

備
を
行
う
べ
-
､
今
年
度
か
ら
新
築
足
し
た
｡
次
の
よ
-

な
研
究
費
表
が
行
わ
れ
た
が
'
そ
の
う
ち
林
聯
合

･
張
振

興

･
李
新
魁
各
氏
の
も
の
は
本
研
究
所
を
訪
問
さ
れ
た
折

に
'
特
に
お
隣
い
し
て
御
講
演
頂
い
た
も
の
で
あ
る
｡

五
月
二
八
日

漢
字
の
本
質

森
賀

一
恵

六
月

二

日

河
南
方
言
の
特
徴
-
輩
麻
方
言
を
中

心
に
-

太
田

粛

七
月

九
日

苗
語

(県
東
方
言
)
に
お
け
る
漢
語

四
二
五



東

九
月

一
〇
日

一
〇
月

一
日

1
0
月

l
五
日

一
〇
月
二
九
日

1

1月
二
六
日

二

一月

一
〇
日

方

学

報

借
用
語
に
つ
い
て

矢
放

昭
文

漢
語
詞
桑
統
計

･
張
振
興

方
言
研
究
和
漢
語
史
林

聯

合

宋
代
方
言

平
田

昌
司

教
短
毛
詩
音
反
切
の
再
検
討
遠
藤

光
暁

甲
骨
の
刻
字
法

阿
辻

哲
次

上
古
漢
語
的
複
輔
音
韻
尾李

新

魁

詳
官
系
唐
音
と
黄
英
系
唐
音
の
あ
い

だ

岡
島

昭
浩

日

本

部

近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
認
識

班
長

古
屋

哲
夫

本
研
究
は
'
近
代
日
本
に
お
い
て
ア
ジ
ア
と
い
う
言
葉

が
､
ど
の
よ
う
な
情
報
に
も
と
づ
き
､
ど
の
よ
う
な
目
的

の
も
と
に
使
用
さ
れ
て
き
た
か
を
'
明
ら
か
に
し
ょ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
'
川
ア
ジ
ア

か
ら
の
情
報
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
る
道
筋
と

仕組
'
伺

日
本
人
の
ア
ジ
ア
へ
の
要
求
の
あ
り
方
と
進
出
の
仕
方
'

伺
ア
ジ
ア
の
観
念
を
利
用
し
た
日
本
人
の
国
民
的
使
命
観

の創
出
t
な
ど
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
｡

文
革
か
ら
何
が
み
え
て
く
る
か

班
長

飛
鳥
井
雅
造

二
年
目
に
入

っ
た
常
研
究
班

で
は
'
講
書
合

の
部

で

『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
･
ク
ル
ー
ソ
ー
』
を
取
り
上
げ

た
｡
こ
れ

は
京
都
大
学
出
版
合
の
第

l
同
出
版
物

『
漂
荒
紀
事
』
の

復
刻
に
迎
合
し
た
わ
け
で
は
な
-
'
｢
遅
れ
て
き
た
国
々
｣

の
近
代
文
学
成
立
に
お
い
て
へ
こ
の
作
品
が
必
ず
と
い
っ

て
良
い
ほ
ど
翻
弄
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
に
擦
る
も
の

で
あ
る
｡
日
本
文
撃
に
お
い
て
も
そ
れ
は
例
外
で
は
な
-
I

明
治
期
の
す
べ
て
に
わ
た

っ
て
さ
ま
ざ
ま
に
形
を
襲
え
て

登
場
し
て
い
る
｡

こ
れ
ら
の
事
案
を
め
ぐ

っ
て
'
そ
の
文

学
史
的
意
味
や
敢
合
背
景
な
ど
を
本
圃
イ
ギ
リ
ス
を
も
含

め
た
他
の
国
々
と
も
比
較
し
て
探
ろ
う
と
い
う
試
み
で
あ

る
｡本
報
告
は
こ
れ
と
は
別
に
各
捨
皆
者
の
個
別
研
究
を
報

告
し
て
い
た
だ
い
た
が
'
期
せ
ず
し
て
潮
諾
文
学
､
翻
詩

論
が
多
-
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
'
研
究
合
の
今
後
の
展

開
に
と

っ
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
｡

｢満
洲
園
｣
の
研
究

班
長

山
本

有
造

本
研
究
合
は
､
日
本
の
植
民
地
支
配
の
主
要
な

一
環
を

な
し
た

｢
満
州
｣
-
中
国
東
北
地
域
に
つ
い
て
'
そ
の
最

終
形
態
と
し
て
の

｢滞
洲
園
｣
期
に
焦
鮎
を
あ
て
'
支
配

の
箕
態
を
統
合
的
に

(政
治
的

･
経
済
的

･
文
化
的
諸
側

面
､
な
ら
び
に
日
本
植
民
地
史
的
お
よ
び
中
国
地
域
史
的

ア
プ

ロ
ー
チ
を
合
せ
て
)
究
明
し
よ
う
と
す
る
｡

1
年
閲

の
準
備
合
の
の
ち
t

l
九
八
七
年
四
月
よ
り
正
式
に
垂
足

L
t
現
在
隔
週
に
研
究
合
を
開
い
て
い
る
｡

関
西
に
お
け
る
関
係
研
究
者
の
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
､
関
東
方
面
か
ら
ゲ
ス
ト
･
ス
ピ
ー
カ
ー
を
招
く
な
ど

報
告
の
幅
を
贋
げ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
｡

見
原
益
軒
と
そ
の
時
代

班
長

横
山

俊
夫

一
七
世
紀
後
牛
か
ら

一
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
安
定

期
日
本
社
台
の
性
格
を
考
え
る
た
め
､
貝
原
益
軒
の
著
述

を
寧
際
的
な
硯
野
か
ら
検
討
し
て
い
る
｡
益
軒
の
知
的
活

動
の
磨
き
と
讃
者
層
の
多
様
さ
が
'
そ
の
著
述
に
猫
特
の

社
合
性
を
輿
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡

第
三
年
度
の
活
動
と
し
て
､
益
軒
書
簡
類
や

『
大
挙
或

間
』
を
精
読
し
な
が
ら
班
員
各
自
の
益
軒
健
を
提
示
し
は

じ
め
た
｡
日
本
'
東
方
'
西
洋
各
部
に
ま
た
が
る
班
員
構

成
に
加
え
'
本
年
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
か
ら
ジ

ェ

イ
ム
ズ

･
マ
ッ
ク
マ
レ
ソ
博
士
'
ラ
イ
デ
ン
大
挙
か
ら
ト

ー
マ
ス
･
ハ
ー
バ
ー
博
士
'
誠
信
女
子
大
学
校
か
ら
全
相

四
二
六

運
博
士
を
客
員
に
迎
え
た
｡

明
治
維
新
期
の
研
究

班
長

佐
々
木

克

現
在
の
日
本
近
代
史
研
究
の
動
向
は
'
か
つ
て
明
治
維

新
を
'
絶
封
主
義
天
皇
政
権
の
誕
生
と
み
な
し
て
い
た
見

解
か
ら
､
論
者
に
よ

っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
註
樺

つ
き
な
が

ら
も
へ
そ
れ
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
で
あ

っ
た
'
と
す
る
理

解
が
主
な
潮
流
と
な

っ
て
い
る
｡
こ
う
し
た
襲
化
を
も
た

ら
し
た
要
因
の
一
つ
は
､
急
速
に
展
開
し
た
地
方
自
治
鰹

史
の
編
さ
ん
に
と
も
な
う
史
資
料
の
護
掘
で
あ
り
､
ま
た

公

･
私
文
書
の
大
量
の
公
開

･
刊
行
と
い
う
新
た
な
状
況

に
よ
る
も
の
で
あ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
'
明
治
維
新
に
つ

い
て
の
費
言
は
'
ほ
ぼ
近
代
史
の
研
究
者
に
限
ら
れ
'
ま

た
新
史
料
も
必
ず
し
も
充
分
に
消
化

･
吸
収
さ
れ
て
い
る

と
は
い
い
難
い
｡
そ
こ
で
曹
研
究
班
で
は
'
近
世
史
研
究

者
の
協
力
を
得
て
'
新
し
い
史
料
を
把
捉
し
た
上
で
､
研

究
史
を
再
検
討
し
'
明
治
維
新
を
化
政
期
か
ら
憲
法
鮭
制

成
立
期

(
お
よ
そ

一
九
世
紀
全
鯉
)
に
至
る
長
い
時
空
の

中
で
考
え
'
か
つ
政
治
の
み
な
ら
ず
'
思
想

･
文
化

･
経

靖

･
社
食
等
々
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を

試
み
'
し
か
も
奨
草
の
面
と
准
東
の
面
と
撃
方
に
留
意
し

っ
ら
個
別
研
究
を
積
重
ね
､
最
終
的
に
は
'
明
治
維
新
と

は
い
か
な
る
も
の
で
あ

っ
た
か
t
と
い
う
こ
と
を
明
確
に

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
｡

近
世
前
期
に
お
け
る
政
治
的
主
要
人
物
の
居
所
と
行
動

班
長

藤
井

譲
治

近
世
前
期
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
人

物
の
多
-
は
'
江
戸
時
代

一
般
の
像
か
ら
す
れ
ば
思
い
の

ほ
か
清
孝
な
動
き
を
し
て
お
り
'
こ
の
期
の
政
治
史
さ
ら

に
は
文
化
史
を
考
え
て
い
く
上
で
'
彼
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の

時
鮎
で
の
居
所
を
確
定
し
て
お
-
こ
と
は
'
基
礎
的
か
つ

不
可
紋
で
あ
る
｡
そ
こ
で
'
こ
の
よ
う
な
基
本
的
情
報
を

学
界
全
膿
が
共
有
で
き
る
.ユ
ぅ
に
蓄
積
し
'
同
時
に
従
来



年
紀
が
な
い
ゆ
え
に
十
分
に
利
用
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
主

要
人
物
の
書
状
類
の
年
代
確
定
を
行
う
｡
こ
う
し
た
作
業

を
通
じ
て
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
近
世
前
期
の
歴
史
を
描

-
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
｡
初
年
度
は
各
自
捨
督
し
た
主

要
人
物
の
屠
所
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
う
と
と
も
に
'
大

工
頭
中
井
家
の
文
書
を
輪
講
L
t
年
代
の
確
定
作
業
を
進

め
た
｡

西

洋

部

･
客

員

部

門

法
的
思
考
の
研
究

班

長
山
下

正
男

二
〇
世
紀
に
お
け
る
論
理
学
の
研
究
は
ま
こ
と
に
め
ざ

ま
し

い
も
の
で
あ
る
が
'
そ
う
し
た
論
理
学
は
す
べ
て
存

在
の
論
理
学
と
呼
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

っ
て
､
営
為
の

論
理
学
の
研
究
は
大
そ
う
お
-
れ
て
い
る
｡
本
研
究
は
そ

う
し
た
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
是
正
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｡

そ
の
た
め
に
仙
義
務
論
理
学

(d
eo
n
tic
-o
g
ic
)
の
確

立
'
伺
法
律
家

たち
の
現
場
に

お
け
る
法
的
思
考
法
の
分

析
'

伺1
般
人
の
倫
理

･
道
徳
の
場
に
お
け
る
思
考
法
の

分
析

t等
の
諸
作
業
を
お
こ
な
い
た
い
｡

以
上
の
作
業
は
論
理
学
､
法
学
'
倫
理
学
の
各
分
野
の

専
門
家
た
ち
が
共
同
し
て
お
こ
な
う
も
の
と
す
る
｡

班
員

山
下
正
男

井
狩
禰
介

(以
上
所
内
)

足
立

幸
男

(教
養
部
)

阿
部
昌
樹

川
漬
昇

田
中
成
明

山
本
克
己

(以
上
法
学
部
)

清
野
研
三

(文
学
部
)

今
井
弘
道

(北
大
)

植
松
秀
雄

江
口
三
角

(以
上
岡

山
大
)

免
本
洋

(金
滞
大
)

玉
木
秀
敏

(大
阪
学
院

大
)

服
部
高
宏

(囲
学
院
大
)

平
野
仁
彦

(
三
重
大
)

深
田
三
徳

(同
志
社
大
)

松
浦
好
治

(大
阪
大
)

森

際
康
友

(名
古
屋
大
)

山
本
顕
治

(滋
賀
大
)

若
松

真
樹

(東
和
大
)

平
井
亮
輪

中
山
裾

一

家
族
と
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
の
比
較
史
的
研
究

班
長

前
川

和
也

嚢

報

前
工
業
化
段
階
の
諸
政
合
に
お
け
る

｢
家
族
｣
と

｢
ハ

ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
｣
の
多
様
な
あ
り
方
を
考
察
し
て
い
る
｡

中

･
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
専
攻
す
る
班
員
が
も

っ
と
も

多
い
が
'
加
え
､

一
九
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
､
古
典
古
代
'

古
代
西
ア
ジ
ア
'
イ
ス
ラ
ム
'
日
本
､
中
国
研
究
者
も
参

加
し
て
い
る
｡

今
彼
は
'
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
た
多
様
な
事
案
を
踏
ま

え
'
｢
家
族
｣
や

｢
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
｣
が
社
食

･
国
家

の
中
で
も

っ
た
意
味
を
あ
ら
た
め
て
問
い
直
さ
ね
は
な
る

ま
い
｡

民
族
誌
記
述
の
方
法
を
め
ぐ
っ
て

前
年
は
'
執
筆
を
前
提
と
し
た
報
告
を
重
ね
て
い
っ
た

が
'
本
年
は
最
終
段
階
と
し
て
､
提
出
さ
れ
た
論
文
原
稿

の
合
評
合
を
お
こ
な
い
'
共
同
研
究
を
終
了
し
た
｡
成
果

は
'
共
同
研
究
報
告

『文
化
を
読
む
-

フ
ィ
ー
ル
ド
と

テ
ク
ス
ト
の
あ
い
だ
』
人
文
書
院
､

一
九
九

1
年
二
月
出

版
複
定
｡

知
識
と
秩
序
-

近
代
に
お
け
る
そ
の
再
編
過
程

班
長

阪
上

孝

フ
ラ
ン
ス
革
命
を
は
さ
ん
で
1
八
世
紀
牛
か
ら

一
八
三

〇
年
頃
に
い
た
る
時
期
は
'
政
治

･
経
済
の
領
域
の
み
な

ら
ず
知
識
の
領
域
に
お
い
て
も
大
き
な
革
新
が
進
行
L
t

し
か
も
'
知
識
と
社
台
の
関
係
が
大
き
-
奨
化
し
た
時
代

で
あ
る
｡
敢
合
秩
序
は
神
に
ょ
っ
て
輿
え
ら
れ
た
も
の
で

は
な
く
人
間
が
創
る
も
の
だ
と
い
う
新
た
な
前
提
の
も
と
'

秩
序
の
建
設
の
た
め
の
知
識
の
形
成
'
そ
の
知
識
の
制
度

化

･
社
台
化
が
重
要
な
課
題
と
な
り
'
ま
た
そ
れ
に
伴

っ

て
社
台
に
お
け
る
知
識
人
集
園
の
問
題
が
現
れ
て
-
る
｡

本
研
究
は
'
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
を
中
心
に
知
識
と
秩
序
の

関
係
を
多
角
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
､
近
代
杜
合
の

問
題
性
を
そ
の
原
鮎
に
お
い
て
把
捉
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
｡
現
在
､
そ
の
最
終
年
度
を
終
え
'
報
告
書
の

刊
行
を
自
損
し
て
班
員
各
自
の
論
文
執
筆
と
そ
の
検
討
作

業
を
進
め
て
い
る
｡

知
識
と
秩
序

(
2
)

班
長

阪
上

孝

本
研
究
班
は

､

三

月
で
終
了
し
た
共
同
研
究

｢
知
識
と

秩
序
｣
の
成
果
を
ふ
ま
え
つ
つ
'
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
革
命

期
以
降
の
近
代
諸
国
家
の
形
成
に
ま
で
視
野
を
贋
げ
'
科

挙
的
知
識
と
祉
合
秩
序
の
相
互
関
係
の
再
検
討
を
進
め
て

い
る
｡
初
年
度
の
現
在
は
､
フ
ラ
ン
ス
せ
中
心
と
し
て
､

ア
メ
-
カ
'
イ
ギ
リ
ス
へ
日
本
の
近
代
化
に
つ
い
て
の
報

告

･
討
議
を
積
み
重
ね
､
基
本
的
な
問
題
鮎
の
整
理
に
つ

と
め
て
い
る
｡

フ
ラ
ン
ス
･
ロ
マ
ン
主
義
の
研
究

班
長

宇
佐
美

啓

一
九
九
〇
年
三
月
に
い
た
る
過
去
三
年
間
に
わ
た
っ
て
'

フ
ラ
ン
ス

･
ロ
マ
ン
主
義
の
多
角
的
な
分
析
と
そ
の
絶
合

を
め
ざ
し
て
'
各
班
員
の
口
頭
襲
表
'
討
論
を
中
心
に
研

究
合
を
積
み
重
ね
て
き
た
｡
活
動
開
始
後
四
年
日
に
あ
た

る
四
月
以
降
は
'
成
果
報
告
書
の
作
成
に
向
け
て
論
文
の

執
筆
作
業
に
か
か
り
'
初
稿
の
で
き
た
も
の
か
ら
順
次
検

討
合
に
は
か
っ
て
相
互
批
判
を
重
ね
た
｡
執
筆
者
全
員
の

最
終
稿
が
出
揃

っ
た
秋
以
降
は
'
編
集
作
業
と
並
行
し
て
'

こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
更
に
新
た
な
展
望
を
切

り
開
く
べ
く
'
い
く
つ
か
の
口
頭
語
表
が
な
さ
れ
た
｡
な

お
成
果
報
告
書
は
一
九
九

一
年
三
月
に
､
筑
摩
書
房
よ
り

刊
行
さ
れ
る
｡

侍
統
文
化
の
構
造
-
古
代
イ
ン
ド
と
イ
ン
ド

･
ヨ
ー
ロ
ッ

パ

･
民
族
の
文
化
比
較
1

班
長

井
狩

爾
介

本
研
究
班
は
最
終
年
度

を
迎
え
､
前
年
度
に
引
綬
い
て

北
西
イ
ン
ド
の
カ
シ
-
-
ル
地
域
に
お
け
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー

イ
ズ
ム
の
停
統
文
化
が
ど
の
よ
う
に
編
成
さ
れ
た
か
の
諸

問
題
を
､
同
地
最
古
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
イ
ズ
ム
文
献

｢
ニ
ー

ラ
マ
タ
｣
を
中
心
に
検
討
を
進
め
つ
つ
あ
る
｡
現
在
'
同

書
に
記
さ
れ
る
儀
鰻
'
暦
法
'
聖
地
停
承
神
話
な
ど
の
中

四
二
七



東

方

畢

報

心
主
題
に
関
し
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
イ
ズ
ム
の
他
の
同
種
文
献
'

後
代
の
綱
要
書

(ダ
ル
マ
ニ
パ
ン
ダ
)
な
ど
と
の
比
較
を

通
じ
て
本
書
の
内
容
の
特
徴
を
明
確
化
す
る
作
業
を
進
め

る
と
共
に
'
本
研
究
の
最
終
成
果
と
し
て
刊
行
を
予
定
し

て
い
る
論
文
集
の
作
成
に
向
け
て
､
各
班
員
が
執
筆
中
の

個
別
論
文
の
中
開
襲
表
と
討
議
を
重
ね
つ
つ
あ
る
｡

班
員

井
狩
禰
介

-
ヒ
ャ
エ
ル
･
ウ
ィ
ッ
ツ
ェ
ル

船
山
徹

山
下
正
男

(所
内
)

狩
野
恭

徳
永
宗
雄

御
牧
克
己

(以
上
文
学
部
)

赤
松
明
彦

(九
州
大
)

永
ノ
尾
信
悟

(国
立
民
族
学
博
物
館
)

榎
本
文
雄

(華

頂
女
子
短
大
)

黒
田
泰
司

八
木
徹

(以
上
大
阪
学
院

短
大
)

島
岩

引
田
弘
道

(以
上
愛
知
学
院
大
)

信
公
章

渡
轍
信
之

(以
上
東
海
大
)

竹
中
智
春

菓
学
園
大
)
中
谷
英
明

(神
戸
学
院
大
)

林
隆
夫

志
杜
大
)

藤
井
正
人

(大
阪
大
)

矢
野
道
雄

山 ( (
上 同 常 正

琵
道

(
以
上
京
都
産
業
大
)

儀
礼
的
暴
力
の
研
究

班
長

田
中

雅

1

初
年
度

(
一
九
九

〇
年
)
は
主
に
多
様
な
親
鮎
よ
り
暴

力
の
宗
教
的
意
味
合

い
､
お
よ
び
儀
薩
に
お
け
る
暴
力
的

要
素
を
論
じ
た
｡

班
員

田
中
雅

一

井
狩
爾
介

鈴
木
啓
司

谷
泰

富
永
茂
樹

藤
田
陸
別

(以
上
所
内
)

菅
原
和
孝

(敬

養
部
)

阿
部
泰
郎

(大
手
前
女
子
大
)

大
越
愛
子

(近

畿
大
)

大
塚
和
夫

田
遠
繁
治

青
田
憲
司

(以
上
国

立
民
族
学
博
物
館
)

小
里
見

(桃
山
学
院
大
)

春
日

直
樹

(奈
良
大
)

川
村
邦
光

松
村

1
男

(
以
上
天
理

大
挙
)

栗
本
英
世

(東
京
外
大
)

長
島
佳
子

(大
阪

学
院
大
)

松
田
素
二

(大
阪
市
立
大
)

三
浦
耕
吾
郎

(併
散
大
)

岡
田
浩
樹

(組
合
研
究
大
学
院
大
挙
博
士

課
程
)

棚
瀬
慈
郎

(寧
振
特
別
研
究
員
)

西
井
涼
子

(京
都
大
学
敢
合
寧
博
士
課
程
)

1
九
九
〇
年

四
月
二
三
日

五
月

七
日

五
月

一
四
日

六
月

一
一
日

六
月
二
五
日

七
月

二
日

七
月

一
六
日

九
月

一
〇
日

一
〇
月

一
五
日

一
一
月

五
日

一
一
月
二
六
日

問
題
提
起

田
中

雅

一

供
犠
論
の
再
検
討
-
儀
蔭
的
殺
害
を

巡
る
三
つ
の
解
樺
文
脈
-
谷

春

若
も
の
の
力
の
行
方
-
明
治
期
に
お

け
る
民
俗

･
風
習
の
解
鮭
/
同
収

川
村

邦
光

北
タ
イ
の
供
犠
と
葱
依
田
連

繁
治

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
暴
力
-
政
治
と
宗

教
と
の
関
係
に
つ
い
て
ー
富
永

茂
樹

暴
力
の
テ
ク
ス
ト
･
テ
ク
ス
ト
の
暴

力
-
予
備
的
報
告
-
大
塚

和
夫

邪
術
と
襲
身

青
田

憲
司

舞
重
の
上
の
暴
力
-
辛
-
シ
ア
悲
劇

の
女
性
た
ち
-

松
村

1
男

｢
暴
力
論
｣
論

鈴
木

啓
司

儀
薩
的
暴
力
と
賓
膿
的
暴
力
の
あ
い

だ

菅
原

和
孝

フ
ェ
-
ニ
ズ
ム
が
讃
む
文
化

･
性

･

四
二
八

に

『藻
代
石
刻
資
料
集
成
』
(憤
題
)
と
し
て
登
表

さ

れ

暴
力

大
越

愛
子

漢
代
出
土
文
字
資
料
の
研
究

班
長

永
田

英
正

本
研
究
班
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
､
主
に
漠
代
石
刻
資

料
の
樺
講
と
荘
樺
を
進
め
て
き
た
｡
班
員
が
分
捨
し
て
作

成
し
た
評
注
を
毎
週
の
研
究
合
で
検
討
し
'
最
終
年
度
で

あ
る
今
年
度
に
は
'
残
映
の
あ
る
も
の
も
含
め
て
主
要
な

も
の
全
て
を
講
み
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
｡
ま
た
'
研
究

合
と
並
行
し
て
'
敦
煙
漠
億
と
研
究
所
未
収
の
石
刻
資
料

を
カ
ー
ド
化
す
る
作
業
も
終
了
し
た
｡
な
お
'
三
年
間
に

互

っ
て
績
け
ら
れ
て
き
た
評
注
作
業
の
成
果
は
､
妊
年
中

る
予
定
で
あ
る
｡

一
月

一
九
日

一
月
二
六
日

二
月

二
日

五
月

一
八
日

五
月
二
五
日

六
月

一
日

六
月

八
日

六
月

一
五
日

六
月
二
二
日

六
月
二
九
日

九
月
二
一
日

九
月
二
八
日

一
〇
月

五
日

1
0
月

l
九
日

1
一
月

l
六
日

本
年
の
評
注
塘
普
者
は
次
の
通
り
｡

孔
謙
碍

･
孔
彪
碑

大
川

俊
隆

李
孟
初
碑

･
鄭
固
碑

渡
追
信

一
郎

大
吉
買
山
地
記

･
延
光
男
地
券

･
宋

伯
望
刻
石
他

吉
本

道
雅

題
字
墓
誌

･
元
嘉
元
年
蓋
傍
題
託

･

曲
阜
徐
家
村
喜
像
麺
記

･
許
阿
整

墓
誌
他

角
谷

常
子

郭
有
道
碑

･
安
陽
残
石
四
種
船
越

信

右
扶
風
丞
李
南
君
表
記

･
楊
叔
恭
残

碑

･
楊
准
表
記

末
次

信
行

朝
侯
中
子
残
碑

･
甘
陵
相
尚
博
残
碑

杉
本

憲
司

延
光
残
碑

･
陽
嘉
残
碑

･
張
幕
碑

藤
田

高
夫

魯
峻
碑

永
田

武
班
碑

･
武
柴
碑

江
村

曹
全
碑

･
西
岳
紳
符
刻
石

･

精
刻
石

･
天
□
建
立
刻
石
小
南

夏
承
碑

大
川

王
舎
人
残
碑

角
谷

池
陽
令
張
君
残
碑

辻

三
公
山
碑

富
谷

孔
君
墓
謁

･
孔
褒
碑
他
藤
用

四
川
昭
発
願
出
土
石
表
江
村

仙
人
唐
公
房
碑

宿
業

英
正
治
樹

西
南
之

- 治 高 正 常 俊 一
郎 樹 夫 至 博 子 隆 郎

上
谷
府
卿
墳
壇
刻
石

･
親
其
脚
墳
壇



刻
石

･
菜
子
侯
墳
壇
刻
石
他

杉
本

憲
司

二

一月

七
日

蒼
韻
廟
碑

･
□
郡
太
守
残
碑
松
井

嘉
穂

○
個

人

研

究

日

本

部

日
本
近
代
文
化
史
の
研
究

飛
鳥
井
雅
道

日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
研
究

古
屋

哲
夫

植
民
地
経
済
の
研
究

山
本

有
造

屡
藩
置
願
の
研
究

佐
々
木

克

文
化
史
お
よ
び
文
明
史
と
し
て
の
国
民
国
家
の
形
成

横
山

俊
夫

日
本
近
世
社
台
に
お
け
る
政
治
権
力

政
治
文
化
の
中
の
社
食
理
論

日
本
近
代
文
学
の
研
究

近
代
日
本
形
成
期
に
お
け
る
地
域
構
造

日
本
近
世
の
地
域
社
台
の
研
究

西

洋

部

西
洋
論
理
思
想
史

社
食
的
相
互
行
為
の
解
語

思
想
と
制
度

シ
ュ
メ
ー
ル
行
政

･
経
済
文
書
の
研
究

イ
ン
ド
世
界
の
儀
薩
の
研
究

フ
ラ
ン
ス
散
文
詩
の
研
究

群
衆
現
象
の
社
食
琴

南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
と
敢
合

文
学
理
論
の
研
究

藤
井
山
室
平
田
奥
村
塚
本

由 信 誤
明 弘 美 - 治

西
欧
中
世
の
身
分
論
と
敢
合
メ
タ
フ
ァ
ー
甚
野

倫
志

デ
カ
ダ
ン
ス
文
学
に
お
け
る
自
己
矛
盾
の
研
究
鈴
木

啓
司

書
聾
形
式
の
記
述
と
分
析

藤
田

隆
則

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
･
ハ
リ
ス
ン
と
イ
ギ
リ
ス
箕
謹
主
義

光
永

雅
明

ド
イ
ツ
中
世
の
エ
ト
ノ
ス

佐
々
木
博
光

東

方

部

中
園
の
詩
学

荒
井

健

宋
代
の
官
僚
制
度

梅
原

郁

六
朝
随
唐
精
神
史

吉
川

忠
夫

隔
唐
政
治
社
食
史
研
究

砺
波

護

五
四
時
期
中
開
融
合
主
義
の
研
究

狭
閲

直
樹

ポ
ス
ト
=
ク
シ
ャ
ー
ン
期
中
央
ア
ジ
ア
の
考
古
学
的
研

究

桑
山

正
進

イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
進
出
期
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
･
北
イ

ソ
ド

唯
識
思
想
研
究

中
園
中
世
の
政
治
と
社
食

中
国
共
産
主
義
運
動
の
歴
史
と
思
想

唐
宋
時
代
の
士
人

東
方
部
研
究
会

学
報
濠
備
車
表

猫
車

･E

船
山

徹

辻

正
博

石
川

顧
浩

中
砂

明
徳

三
月

七
日

山
下
谷阪
上
前
川
井
狩
宇
佐
美

富
永
田
中
大
浦

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
二
世
紀
の
論
理
学
と
意
味
論岩
綿

嚢

報

正
男泰孝

和
也
爾
介朽

茂
樹
雅

一

康
介

幸
男

舌
代
中
国
に
お
け
る
説
話
俸
承
の
研
究

中
園
中
世
土
地
所
有
制
の
研
究

六
朝
道
教
思
想
研
究

中
国
美
術
の
様
式
と
意
味

中
国
建
築
の
様
式

･
技
法

･
空
間

近
代
中
国
の
綿
紡
織
等

敦
煙
文
書
の
言
語
史
的
研
究

中
国
古
代
中
世
の
法
制

東
北
作
家
の
文
学

明
清
学
術
史
の
研
究

清
朝
前
期
に
お
け
る
士
大
夫
の
思
想

中
国
舌
代
都
市
の
研
究

漠
唐
閲
に
お
け
る
天
文
学
と
文
化

中
国
に
お
け
る
革
命
土
建
形
成
の
研
究

中
世
近
世
の
中
国
給
書
研
究

河 小 新 佐 三 井 村 冨 高 森 田 曾 賓 勝 小
野 林 井 原 浦 上 田 谷 田 中 布 谷 村 南

川
道 教 晋 康 秀 裕 時 時 邦 暫 一
房 子 司 夫 - 進 子 重 雄 彦 決 克 夫 也 郎

三
月

一
四
日

学
報
第
六

一
〇
月

三
日

一
〇
月

一
七
日

一
〇
月
三

一
日

一
一
月

一
四
日

一
一
月
二
八
日

l
二
月

〓

l日

唐
代
匿
官
考

辻

正
博

王
逸

｢
楚
蔚
章
句
｣
を
め
ぐ

っ
て

-
漠
代
章
句
の
嬰
の
一
側
面
-

小
南

1郎

漠
代
洞
堂
董
像
考

佐
原

康
夫

南
朝
陵
墓
の
石
獣
と
樽
墓骨
布
川

寛

二
筋
書
評

吉
川
論
文
許

勝
村
論
文
評

新
井
論
文
評
/

狭
間
論
文
評

小
南
論
文
評

秦
谷
論
文
評

砺
波
論
文
評

曾
布
川
論
文
評

荒
井
論
文
評

高
田
論
文
評

河
野
論
文
評

梅
原
論
文
評

井
上
論
文
評

三
浦
論
文
許

田
中
論
文
評

森
論
文
評

四
二
九

田 吉 井 石 三 梅 中 富 河 狭 勝 賓 稲 荒 新 森
中 川 上 川 清 原 林 谷 野 開 村 谷 菓 井 井

忠 頑 秀 敦 道 直 哲 邦 昔 時
淡 夫 進 浩 一 郁 子 至 房 樹 也 夫 穣 健 司 彦



東

方

学

報

稲
葉
論
文
評

小
南

一
郎

事

業

概

況

夏
期
講
座

-

世
界
再
讃
-

一
九
九
〇
年
八
月

於

本
館
大
合
議
室

一
日
古
文
の
現
代
語
詳

-
そ
の
源
流
と
原
理
を

め
ぐ

っ
て

T
･
ハ
ー
バ
ー

｢
内
地
｣
と

｢
外
地
｣

-
明
治
憲

法
と

日

本
植
民
地
-

山
本

有
造

二
日

最
近
の
中
国
か
ら
の
人
材
流
出
小
林

敦
子

性
の
刑
罰

-
官
刑
-

富
谷

至

三
日

知
的

エ
-
I
-
と
民
主
主
義

-
ヴ

ィ
ク
ト

リ
ア
朝
イ
ギ
リ
ス
の
杜
合
再
編
成
-

光
永

雅
明

日
本
の
城
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
城
山
下

正
男

開
所
記
念
公
開
講
演
曹

一
九
九
〇
年

二

月
八
日

於

本
館
大
合
議
室

明

治
地
方
自
治
制
か
ら
み
た
明
治
憲
法
鮭
制
奥
村

弘

ロ
マ
ン
･
ロ
マ
ン
ス
･
ロ
マ
ン
チ
ィ
ッ
ク大
浦

康
介

律
令
と
勅
令

-
唐
か
ら
宋

へ
-

梅
原

郁

一
九
九
〇
年
度
漢
籍
櫓
曹
職
員
講
習
舎

〔漢

籍
電
算
虚
埋
〕
は
､
本
革
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー

の
協
力
を
得
て
'

一
〇
月

一
日
か
ら
同
月
五
日
ま
で
次
の

と
お
り
行
わ
れ
た
｡

一
日
ゝ
人
文
科
学
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

(講
演
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
教
授
星
野

聴

東
洋
学
文
献
類
目
の
編
纂
と
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

(講
義
)

都
築

澄
子

東
洋
学
文
献
類
目
の
計
算
磯
虚
理

(
講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
技
官
河
野

典

東
洋
学
文
献
類

目

と
漢
籍
目
録
の
電
算
化

(講
義
)

勝
村

哲
也

二
日

漢
籍
入
力
に
便
利
な
三
角
編
競
法

(講
義
)

勝
村

哲
也

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
見
学

計
算
機
虚
理
入
門

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
技
官
隈
元

柴
子

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
手
川
原

稔

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

(
一
)
(賓
習
)

三
日

知
識
情
報
虞
理

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
手
石
橋

勇
人

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
と
言
語
虞
理

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ソ
タ
-
助
教
授

久
保

正
敏

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

(
二
)
(賓
習
)

四
日

U
N
I
X
と
情
報
検
索

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
手
安
岡

孝

一

漢
字

コ
ー
ド
の
話

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
技
官
小
揮

義
明

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索

(
≡
)
(賓
習
)

五
日

大
学
間
ネ
ッ
-
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

(講
義
)

四
三

〇

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
技
官
横
井

恒
正

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(講
義
)

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
教
授

金
浮

正
憲

質
疑
磨
答

一
九
九

〇
年
度
漢
籍
槍
普
職
員
講
習
舎

〔中

級
〕
は
'

二

月
二
六
日
か
ら
十
二
月

一
日
ま
で
'

次
の
通
り
行
わ
れ
た
｡

二
六
日

漢
籍

l
般

(講
義
)

梅
原

史
部
書

(講
義

･
実
習
)

砺
波

二
七
日
.
経
部
署

(講
義

･
賓
習
)

小
南

子
部
書

(教
壇
)
(講
義

･
賓
習
)
高
田

二
八
日

集
部
書

(講
義

･
賓
習
)

荒
井

時 -
健 雄 郎 護 郁

園
書
館
見
学

二
九
日

叢
書

(講
義

･
賓
習
)

勝
村

哲
也

蔵
書
家

(講
義
)
滋
賀
大
助
教
授

井
波

陵

一

三

〇
日

朝
鮮
本

(講
義

･
葺
習
)

･
山
大
教
授

藤
本

幸
夫

一
日

賓
習
質
疑
麿
答

梅
原

郁

所
員
動
静

･
村
田
裕
子
助
手

(東
方
部
)
は
'
解
任

(
三
月
三

一
日

付
)
の
上
'
山
梨
願
立
女
子
短
期
大
学
国
際
教
養
科
助

教
授
に
持
出

･
佐
原
康
夫
助
手

(東
方
部
)
は
､
滋
賀
大
学
教
育
学
部

講
師
に
昇
任

(
四
月

1
日
付
)

･
甚
野
尚
志
助
手

(
西
洋
部
)
は
'
東
京
大
学
教
養
学
部

助
教
授
に
昇
任

(
四
月

一
日
付
)

･
相
川
佳
予
子
奈
真
女
子
大
挙
家
政
学
部
教
授
は
'
併
任



教
授

(東
方
部
)
｡

(

比
較
文
化
部
門
､
四
月
一
日

-
1

九
九
一
年
三
月
三

一

日
)

･
谷
山
正
道
鹿
島
大
挙
助
教
授
は
'
併
任
助
教
授

(日
本

部
)｡
(比
較
文
化
部
門
'
四
月

1
日
～
一
九
九
一
年
三

月
三

一

日
)

･
富
谷

至
助
教
授

(東
方
部
)
は
'
大
阪
大
学
教
養
部

講
師
よ
り
昇
任

(
四
月
一
日
付
)

･
石
川
顧
漁
民
を
助
手

(東
方
部
)
に
採
用

(四
月

一
日

付
)

･
佐
々
木
博
光
氏
を
助
手

(西
洋
部
)
に
採
用

(
五
月
一

六
日
付
)

･
中
砂
明
徳
氏
を
助
手

(東
方
部
)
に
採
用

(
二

一月

一

日
付
)

･
桑
山
正
造
教
授

(東
方
部
)
は
､
三
月
八
日
伊
丹
更
'

イ
ン
ド
に
於
い
て
併
敦
遺
跡
の
保
存
整
備
に
踊
す
る
基

礎
的
調
査
研
究
を
行
い
三
月
一
七
日
帝
国
｡

･
前
川
和
也
教
授

(西
洋
部
)
は
'
七
月
l
六
日
伊
丹
襲
､

大
英
博
物
館
に
お
い
て
シ
ュ
メ
ー
ル
裸
形
文
書
の
研
究

及
び
ラ
イ
デ
ソ
大
学
に
お
い
て
'
同
出
版
打
合
せ
を
行

い
'
八
月
二
〇
日
蹄
園
｡

･
田
中
雅

一
助

教
授

(西
洋
部
)
は
'
文
部
省
科
挙
研
究

費
補
助
金
に
ょ
り
'
七
月

一
七
日
伊
丹
牽
イ
ン
ド
･
デ

リ
ー
､
マ
ド
ラ
ス
市
内
に
お
い
て
上
座
部
沸
教
圏
に
お

け
る
宗
教
と
敢
合
に
つ
い
て
の
研
究
調
査
を
終
え
､
八

月
二
五
日
蹄
園
｡

･
田
中

決
助
教
授

(東
方
部
)
は
'
八
月
l
日
成
田
東
､

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ニ
ー
ダ
ム
研
究
所
に
お
い
て
開
催

の
第
六
同
中
国
科
学
史
国
際
合
議
に
出
席
'
併
せ
て
大

英
博
物
館
に
お
い
て
研
究
資
料
蒐
集
を
行

っ
て
'
八
月

一
一
日
蹄
国
｡

･
狭
間
直
樹
教
授

(東
方
部
)
は
'
八
月

1
日
伊
丹
費
へ

中
国
'
香
港
'
マ
カ
オ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
国
際
学

嚢

報

術
討
論
合
に
出
席
'
併
せ
て
研
究
資
料
蒐
集
を
行

っ
て
､

九
月
三
日
蹄
園
｡

･
森

時
彦
助
教
授

(東
方
部
)
は
'
八
月

1
日
伊
丹
費
'

香
港
に
お
い
て
開
催
の

｢近
百
年
来
之
中
日
関
係
国
際

学
術
研
討
合
に
参
加
し
て
､
八
月
一
四
日
蹄
国
｡

･
梅
原

郁
教
授

(東
方
部
)
は
､
八
月
二
七
日
伊
丹
護
'

上
海
博
物
館
'
雲
南
省
博
物
館
'
敦
燈
博
物
館
等
に
お

い
て
､
唐
宋
文
化
社
食
の
研
究
に
関
す
る
資
料
蒐
集
を

終
え
'
九
月

1
0
日
蹄
園
｡

･
船
山

徹
助
手

(東
方
部
)
は
'

1
0
月

1
日
伊
丹
蒙
'

ウ
ィ
ー
ン
大
学
に
お
い
て
'
ジ
ュ
ニ
ャ
-
ナ
シ
ュ
-
I

ミ
ト
ラ
の
研
究

(
イ
ン
ド
沸
教
知
識
論
の
研
究
)
を
行

い
1
九
九
1
年
七
月
三
l
日
蹄
国
予
定
｡

･
骨
布
川
寛
助
教
授
'
河
野
道
房
助
手

(東
方
部
)
は
t

l
〇
月
三
日
伊
丹
費
'
中
国
に
お
い
て
開
催
の
敦
燈
寧

国
際
学
術
討
論
合
に
出
席
し
､
中
国
美
術
資
料
蒐
集
を

終
え
'

1
0
月
二
八
日
師
団
｡

･
田
中

淡
助
教
授

(東
方
部
)
は
'

l
〇
月
七
日
伊
丹

襲
､
中
国
に
お
い
て
､
貴
州
ト
ン
族
の
高
床
住
居
と
集

落
構
造
に
関
す
る
調
査
と
研
究
を
行
い
1
0
月
二
七
日

蹄
園
｡

･
田
中
雅

1
助
教
授

(西
洋
部
)
は
'

〓

l月
八
日
伊
丹

襲
'
イ
ン
ド
･
デ
リ
ー
大
挙
'
マ
ド
ラ
ス
大
挙
に
お
い

て
'
イ
ン
ド
寺
院
文
化
に
謝
す
る
研
究
資
料
蒐
集
を
行

い
'

1
九
九
1
年

l
月

二

日
蹄
圃
予
定
｡

･
長
虞
敏
雄
名
著
教
授

(八
四
歳
)
は
､

1
1
月
二
八
日

逝
去
さ
れ
ま
し
た
｡

外
国
人
研
究
員

(日
本
学
客
員
部
門
)

T
h
o
m
a
s
H
arp
e
r
Ja
m
es

国
立
ラ
イ
デ
ソ
大
学
日

本
学
セ
ソ
タ

-
講
師

一
七
二

八
世
紀
公
家
の
知
的
活
動
の
解
明

受
入
数
官

横
山
助
教
授

期
間

四
月
l
〇
日
-
1
九
九

一
年

l
月
三
l
日

外
国
人
研
究
員

(比
戟
融
合
客
員
部
門
)

Je
a
n
･M
a
rie
S
ch
ffe
r

フ
ラ
ン
ス
国
立
科
挙
研
究
セ

ン
タ
ー
研
究
員

文
学
理
論
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
と
蛮
術

受
入
教
官

大
浦
助
教
授

期
間

九
月
一
〇
日

～
一
九
九
一
年
五
月
九
日

･
本
学
招
碑
外
国
人
学
者
受
入
れ
要
項
に
ょ
り
､
本
研
究

所
に
お
い
て
共
同
研
究
に
参
加
す
る
外
国
人
学
者
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
｡

招
構
外
図
人
学
者

(教
授
)

全

相

連

載
信
女
子
大
挙
教
授

舌
代
韓
日
技
術
交
流
史
な
ら
び
に
近
代
西
欧
科
学
受

容
史
を
め
ぐ
る
韓
日
比
較
受
入
数
官

横
山
助
教
授

期
間

三
月
二
日

～
一
九
九
一
年
二
月
二
八
日

招
碑
外
国
人
学
者

顔

娼

英

重
滞
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
副

研
究
員

唐
代
悌
教
美
術
の
研
究
な
ら
び
に
共
同
研
究

｢
中
世

の
文
物
｣
に
参
加

受
入
教
官

骨
布
川
助
教
授

期
開

九
月
八
日

～
l
九
九
1
年
六
月
三
〇
日

鄭

海

麟

深
酬

大
挙
副
教
授

日
中
現
代
問
窟
比
軟
な
ら
び
に

｢
一
九
二
〇
年
代
の

中
国
｣
に
参
加

受
入
教
官

狭
閲
教
授

期
間

八
月
二
〇
日
～
一
二
月
八
日

E
b
rey
P
atric
ia
B
u
ckttey

イ
リ
ノ
イ
大
学
教
授

磨

･
朱
の
襲
草
に

つ
いて
の
研
究

四
三
一



東

方

学

報

受
入
教
官

梅
原
教
授

期
閲

二

月

一
日

～
一
九
九

一
年
三
月
三

一
日

･
本
革
研
修
員
規
程
に
よ
-
'
本
研
究
所
に
お
い
て
'
研

修
す
る
外
国
人
研
修
員
と
そ
の
題
目
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
｡

M
esn
il
E
v
e
ty
n
e

八

～

一
〇
世
紀

の

成
都
に
於
け
る
歴
史

･
宗
教

･
美

術
の研
究

受
入
教
官

荒
井
教
授

期
閲

四
月

一
日
-
1
九
九
一
年
三
月
三
1
日

賀

躍

夫

中
山

大
挙
歴
史
系
博
士
研
究
生

清
未
明
初
中
国
的
牡
合
思
潮
襲
遊
興
日
本

受
入
教
官

狭
間
教
授

期
間

1
0
月
〓

1日

～
一
九
九

1
年
三
月
三

l
日

･
本
学
研
究
生
規
程
に
ょ
り
､
本
研
究
所
に
お
い
て
'
研

究
す

る
外
国
人
研
究
生
と
そ

の
題
目
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
｡

G
u
a
rin
o
M
a
rie

コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
博
士
過
程
畢
生

宋
代
の
挺
進
に
つ
い
て

指
導
教
官

嘱
波
数
授

期
閲

一
〇
月
一
日
～
一
九
九

一
年
九
月
三
〇
日

馬

埠

復

且
大
学
博

士
課
程
畢
生

日
英
文
化
比
較

指
導
教
官

山
室
助
教
授

期
閲

一
〇
月
一
日
～
一
九
九

一
年
九
月
三
〇
日

出
版
物

紀
要束
方
学
報

第
六
二
筋

(紀
要
第

二

1
筋
)

一
九
九
〇
年
三
月
三
一
日
刊

人
文
学
報

第
六
六
競

(紀
要
第

二

二
筋
)

一
九
九
〇
年
三
月
三

一
日
刊

研
究
報
告
そ

の
他

調
査
報
告
三
六
碗

明
治
中
期
讃
責
新
聞
文
蛮
関
係
記

事
目
録

平
田

由
美

1
九
八
九
年

1
0
月
三

1
日
刑

慶
元
僕
法
事
類
語
柔
輯
覚

一
九
九
〇
年
三
月
三
一
日
刊

カ

ー
ピ
シ
ー
=
ガ
ン
ダ
ー
ラ
史
研
究

1
九
九
〇
年
三
月
三

l
日
刊

所
報

｢
人
文
｣
第
三
六
競

一
九
九
〇
年
三
月
三
一
日
刊

要
覚
贋

1
三
鱗

1
九
八
九
年

丁
二
月
二
八
日
刊

梅
原

郁
編

桑
山

正
進

些




